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第 28次南極地域観測隊越冬隊報告 1987-1988

大山佳邦ヰ

Activities of the Wintering Party of the 28th Japanese 

Antarctic Research Expedition, 1987-1988 

Yoshikuni 0HYAM心

Abstract: The wintering party of the 28th Japanese Antarctic Research Ex-

pedition performed its activities at Syowa and Asuka Stations from 1987 to 1988. 

The wintering activities at Asuka Station had commenced from this season by 

eight men, and have already been reported by M. AYUKAWA. 

The wintering party at Syowa Station composed of 29 personnel has newly 

started two long-term scientific programs. One was the Antarctic Climate Research 

which was recommended by the Scientific Committee on Antarctic Research with 

reference to the World Climate Research Program. The other was the Studies of 

Terrestrial Ecosystems which was the Japanese program in response to the inter-

national program of Biological Investigations of Terrestrial Antarctic Systemヽ．

The routine and fundamental observations comprising aurora, geomagnetism, 

ionosphere, meteorology, oceanography and seismology were performed as in the 

preceding years. A seismic observation using the triangular telemetric system 

was carried out. Two circum-Antarctic balloons were launched in December 1987. 

要旨：第28次南極地域観測隊越冬隊は37名により構成された． うち29名は旧和

枯地において越2観測に従事し，残り 8名ぱあすか観測拠点において初の越冬銀測
を行ったあすか観測拠点における活動ばすでに別に報侶されているので，ここで

ぱ昭和甚地における活動を報告ナる．

昭和基地の活動ぱ 1987年2月I11, 加地を引き継いでより、 1988年 1月31日ま

で続けられた．その¥11],'.心吊観測のほかに今次隊から開始する 2つの長期にわたる
研究観測出利を発足させた．すなわち気水圏系による「南極における気候斐動に1周

十る総合研究」と生物・ 1矢学系による「1;ャト生態系構，;iの研究Jとで友る．そのほ
か宙空系によるオーロラ観測や雪水・地学系によるテレメトリーによる地戯観測も

'Ji施されたまた設営面でぱ通常の）店地を維持する活動のほか，駈地の賂備にも努
めた. 1986年 10月以降無人となったみずほ枯地の維杓にも努め，発屯施設などの
保:'、,r, , 点検も実施した．

I. はじめに

第 28次南極地域観測隊は， 1986年 11月13fJに開催された第 88回南極地域観測統合推進

本部総会において決定された行動実施u十画に従って，観測および設営活動を足施した．

第 28 次南極地域観測陰越冬怜（以卜り'~28 次慇冬諒）ぱll{i 和）K地，人ずぷ晶地での観測の

ほか，あすか観測拠点（以下「あすか」） iこおし、て新たに越冬観測をIJ廿始した．「あすか」で

＊国立極地研究所.National Inヽtituteof Polar Researlh, 9 I 0. Kag.a 1-chumc. Italヽ恥hi-ku,Tokyo 
17-1. 
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越冬観測を開始するにあたっては，臭の間に約 300tの物資を輸送し，厳しい建設作業をこ

なす必要があった．これらはすでに臭隊によって報告されているとおりである（星合， 1989).

昭和基地におげる越冬観測は従米どおりの定常観測のほか，新たに 2つの長期研究観測を

聞始した． すなわち「気候変動国際共同研先計画」の一-・Jiとして， 「南極域における気候笈

動に戊する総合研究 (5年壮画）」 (ACR)および「陸上生態糸構造の研究 (4年計画）」とで

あった． さらに趙高層物理視象の観測として「テレ 、リーによる人上衛星観測」「極域じ

ょう乱と磁気圏構造の総合硯測」なとのよか，「環境モニクリング」「ヒトの生理学的研究J

も継統実施した．また人ずほ基地においては， H勅気象観測装置による広域気象観測のデー

夕取得に努めた．

--)j, 「あすか」においては「東クィーンモードラン 1、地域且氷・地学研究計画 (7年計画

6年次）」に某づいて，基盤地形および地殻構辿を固体地球物理学的［法を用いて蜆測した．

越冬開始に伴い池上気象観測を史施すると共に，説測、点群による超高層物理視象の観測， ヒ

トの生理学的研究も実施した．また「あすか」は水床上に建設した基地であることから，そ

れに付随する設営工学的計測も実施した．

2. 越冬隊の編成

第28次越冬隊員は表 lにぷしたとおりである．今次豚から iあすか」で越冬観測を聞始

するため， 2名の隊員増が認められ, 1J 37名となった．なお，この 2名は機恢と医康の担当

隊員にあてられた．

昭和基地におげる越冬観測は 29名により，また「あすか」では 8名により尖施された．

「あすか」の 8名は 1年間基地を維持，連常し，蜆測を統けて付くための最低限の人員であ

る． ゾj, 昭和基地の人員は削年に比べて 6名の減となリ，基地施設の維持，管理にあたる

設呂隊員が 3名減少しに このため， l-;._ずは基地は無人化するが， 日動叫緑装戦を祁人する

ことにより気象観測を継統するよう努めた．とはいえ，全くの影魯がなかったわけではなく，

夜間も業務を有する通信部門ぱ， 2名では当番明げを勤務表に組人込むことができず，真に

休まる店がなかったと息われる．

昭和柏地と「あすか」との関係ぱ， サ心ぱ一つの隊として対国内連絡など昭和基地でまと

めた． しかし位樅的な関係から，「あすか」は昭和基地とはほぼ独立した基地として運営，

維持された．「あすか」の 1年は鮎川 (1989)によりすでに報告されているので，以下昭和基

池について報告する．

3. 越冬経過概要

第28次毬冬隊は 1987年2月1日， 前次隊から昭和甚地を引ぎ継き．観測の実施および基

地の維持，柩備に務め， 1988年2月1H, すべての業務を第 29次越冬隊に引ぎ継いた．
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表 1 第 28次南極地域観測隊越冬隊編成i<・
Wintering personnel of the 28th Japanese Antarctic Research 

[¥peditio11 at Syowa and Asuka Stations. 

昭和基地 (29名）
.. 一"―•

相ヽi1 氏 名 ！年齢*: }i)j・ 
―.  - - - - --Iおお やま よし くに ： 

1人 111 件: -NI I 47 1 国立極地研究所研究系
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- -----
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--- -- - - -. 一--—- -- --- --

I いな もり こう じ，
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----- --- - . - -- .. . . - ---.. ----— 

1 あか まつ じゅん ぺし、 ， 

地 球物即！赤松純 '¥;・ 42 京都大学防災研究所
--. -- -- - -

みやおか ひろし！

官岡 宏I 33 I 国立極地研究所研究系
i t, か 1
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l向 井 裕之 25 慮波研究所標準測定部救止検‘巫諜
， さし・ とう びろ ちぎ，

斉 ）餘 沿 明 24 電気通｛パ大学 ('i韮気通（ぃ大学）く学院学生）
. --—• 一一 -- . -- -- -

I や まのうち たかし I

山内 恭 37 国克極地研究所研究系

／ぷ水圏系 I たか ひI, あヽ i

翡五1;!l: fl{1 
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,

1

 

り
i

主
阪
物
学

-l,"も―---,了・-・・・ゆぎ ―;, 

'J、rrn乎 n
•，すが わら ひろ み

系、t『原裕規

~ー”• 一→一.--- . -- .. -・・-・-. . - - -
I :r ,! ひろ あぎ

馬 均阪明

36 

験

17次駁， 19次越冬，
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31 

国立極地研究噌'Ji業；;1; (ファコム・ハイタ
ック（株））

東北大学理学』：

i国立極地研究所'Ji:栄部（北涌道大学大学院 i
l学生）

""―" " """――"""  
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- - ... - - . .. . - - . Iなかやま こう l

中山 しJiI 35 国立極地研究所！忙業部（日本遥｛口電話（株））I
u い れい とも のり

＇伊穂朝詞 35 ; 第 3竹区保安本部笞備救難部通｛口課
・...・・ ・—

，いそ あきぉ l
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国立極地研究所，h業部（ヤンマーディーゼ
ル）

邸
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‘ヽ’k 30 国立極地研先Iりf']噂臼¥'.(し、すゞ 1・1動車（株）
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3 2 廂上保安fJ臀 Mi改難部化理課

39 ：国立極地研究所れ栄池（東北大学I矢学部）

26 国立極地研究所lh業部（筑波大学附属病院）
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Table 1. (Continued) 

—·- . . .. ... -—..... ・- . -

名 1年齢＊所 属 1隊経険
ふみ あき

文 昭 I43 I国立極地研究所事業部（日本フライングサ
ービス（株））

航

5

丸
い
本

閃
い
森
＿
盆
穐
い
森

リVュ． 吃
小

かず たか

和隆
まこと

戚I32 I国立極地研究所Jj4業部（（株）打馬航空） ¥ 24次越冬
- --- - - - -

み

美 30 広島大学附属学校部

司 26 国立極地研究所事業部（九1+1大学農学部研
究生）

-- - ---- -―`―し—ー一-— -- -—^ 一―-- - 一 m ー--―-----------ー―――← -― ---- -- -- -----

32 悔上保安庁警備救難部性理課

？
紆
虹
建

あすか観測拠点 (8名）
ーこ二：―こてこ― ---,_----~-ご----― -------- -~- -ハ--=----- ------- ----------------- -・-----------,c - --—^—---- - ------ -

担ヽ11 i 氏 名 1年齢*I 所 属 1 隊経炒企
、 一ー一------ ---- ---- - - ---- -- ---- ---- ---

1 あゆ かわ iさる

湖 隊長 I鮎）II IJ券 42 I国立極地研究所資料系 11次， 14次， 18次
晶怜冬蘭lj 越冬
------------ ---- ------ - - - ---- -- -- -- ---- - ------- -

しぷ や かず お

渋 谷 禾11 kff I 38 I国立極地研究所研究系 i 21次越冬，アメリ
！ヵ枯地 (S56. 11-
57. 1 S59.11-
I 60. 1) 

討 ） i- りよう ,,. I ・ Ire¥: ).!; 32 国立極地研究所'if業 'yl湘業課 22次越冬
たか はしー しげ お I ----- i ―-------
似j 橋 ，＇と 大 39 国立極地研究）りf.'}1業部（いすゞ自動車榊訓 17次， 22次越冬

械 i 111: りi:場）
1 の ざざ かつ とし

1 野 綺勝利 29 埼玉大学施設課
-- -- -―- --- - - - - - -おお さか たか お，nl大坂孝人： I 32 国立極地研究所11:業部 (II本電伍電話（（株））1
Iたが ざ` とも ゆぎ I

杯． 療 I高 木知 敬 37 I国立極地研究所事業・m<北海道大学医学部） 21次越冬
--- --------- -- - - -―-- ---一----- --- --- - --と入 た み-f 11 

設やt---・ 般 ・r;,; fTI 瑞 穂 I 33 I国立極地研究所小業部（国）東條会館） 118次， 24次越冬
---------- ----- - ----- -- - - ---—--——- --------- -------- -―--- - --

＊出港時
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地
氷
学 系

機

薗
ヽ

1

この間， 2月から 6月にかけて基地湖辺の海氷が何度も流失したため， この時期の野外行

動および航空機運用に計画の遅れや支障をきたすこともあった． しかし 7月中旬以降，海水

状況は安定し，精力的に野外活動が行われたため，

ができた．

全体としては当初の計仙lを完遂すること

2月：基地の引き継ぎ後も， 臭季作業の残りを継続した． 1月中は好天続きのため，基地

湖辺の海）Jくにはバドルの発生が著しく， 2月に入るとオングル海峡は開水面となった．強風

による海氷流出の危険があるため， i紺水上の行動は全くできなかった．

3月： 7日に今次持ち込みのピロータソクを基地北側の貯油施設内に展開して， 菱作業を

終（した． 月初めにオングル面峡に続いて，北の浦東半分の悔氷も流失した． しかし月後半

ぱ気温が低めに経過したため． 気水圏系の油氷上アルベド観測用七ンサーを観測棟北方のi毎
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水上に設樅し，四ォングル'ili党テレメークー基地まで何とかスノーモーピルによる Jレートを

設定した．

4月：先月後半の冷え込みで北の浦の氷厚が増し， 2-3日の[rltjH, 全員作業による滑走路

賂備を実施， 10日セスナによる初フライトを行った． しかし 20日過き，北の浦を残し尚辺

の面氷は再び流失した．幸い滑走路は無事であったものの，面氷Jレートは流失した．そのた

めか，オオトウゾクカモメの見られなくなった基地にナンキョクフルマカモメの大群が飛米

した．

5月：月前半は先月末の海氷流出のため，行動圏は基地周辺に限られた．後半に人り）｝＜阻

を確認しながらとっつき岬へのルート上作を行った．その結果， 25日には懸案の地姦テレメ

ーター艇地建設バーティを送り出し，航空機もピラクス機による観測飛行を開始した．

6月： 2日，今越冬中最大のブリザードが嗅米し，被古も何力所かで発生したが， l貞ちに

復旧できる程度ですんだ．その後もしばらく強風が続き， 9日には基地北方のとっつきルー

トを残し， 3方面の海氷はまたまた流出した．暗夜期ではあったが， 5-10日にかけ S16にあ

る気象ロボット点検を実施した．

7月：月始めから第 29次越冬隊宛調止参考怠見を発信． 日の出と共に野外行動を再I—}廿し，

S16デボの SM-50型雪上車の回収， ラングホプデ方面への加水ルート工作を行った. 29 Hに

はラングホブデ小湊湾岸に地震テレメーター基地が完成し，昭和基地ーとっつき 111附小湊の 3

点観測がはじめて可能となった．

8月：面）lくも安定し，野外活動が梢）J的に行われた月であった．ラングホブデの生物観測

小屋への海水ルートを設定し，介から臭へかけて長期滞在するための賂備作業が始まった．

そのほか電磁環境モニタリング，オーロラ立体観測等も行われ，月木にはみずほ旅打隊を込

り出した． また飛行可能な Hには必ず航空機観測を行うなど，忙ししヽ月であった．

9月：相変わらず野外行動は盛んで，月半はにはS16からラングホプデ半頭山への人陸ル

ートが完成した． ラングホプデ長期滞在時の非常用ルートが確保できたことになる．まに，

超高層現象の北半球アイスランドとの共役点協同観測は先月木から強化観測体制に人り，

「あすか」も含めた同時観測は満足すべき成果を得て， 271:3終了した. 6月半ばから記録さ

れなかったブリザードがF旬に嗅米し り不足の基地に恵みの -~nをもたらした．

10月：昭和基地での航空機運用は 20卜］をもって打ち切り，「あすか」向けフェリーに備え

た．点検・賂備を終えて 278以降「あすか」向けスタソバイ体制に入ったが，好天に恵ま

れず，やむなく昭和基地に留まった．月木にはみずほ旅行隊が出発し， ラングホプデ長期滞

化の準備も最終段階に人った．

11月：航空機は6日昼頃昭和基地を発ち，午後4時過ぎ「あすか」に無事着陸した. JO日

以上待機したことになったが，両某地が好天に恵まれるチャ‘ノスはその後もしばらくはなか

った. I 1日にみすほ旅行隊は基地に帰投したが， 18日からランクホプデ生物調牡の 3名が
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抜げて，基地の総勢は 23名となった． 観測関係では最後に残った虫要項I」として，南極周

回気球 (PPB)の打ち上げ準備に人った．

12月：第29次越冬隊受け人れ作業を本格的に開始すると共に， 2 U, PPB用テスト気球

の打ち上げをほぼ全員作業で行い，本番に向けて打ち上げ要領を皆得した．上層の風向が安

定し，また地上の条件が整った 18日と 25日にそれぞれ 1号機， 2号機を打ち上げた．一方，

「あすか」から昭和甚地への航空機フェリーは 23日以降スタンバイに入ったが，天候に恵ま

れなかった．「あすか」の引き継ぎおよび夏季建設をひかえた「しらせ」の昭和基地回航の

時期が迫ってきたので， 28Hにブライド湾において航空機を「しらせ」に収容したい旨，第

29次越冬隊長，「しらせ」艦長に要請，快諾を得て 29日未明に丈施された．

1月： 21」第 l便ののち，「しらせ」は見睛らし岩沖の海水に接岸， iJ釘ちに輸送を開始し

た．「あすか」の 8名，航空の 3名を迎え，基地は急ににぎやかになった. 6日「朝日計画」

の村山雅美隊長以下8名を迎え，基地はパンク寸前であった. 8日焼金ダムが決壊し，大部

分の水が流出した．第 28次越冬隊によるドラム缶埋晶「しらせ」支援による土のう積み，

第29次越冬隙による仕上げで 1月中に修復した. 2月IH第29次越冬隊に基地を引き継ぎ，

大部分は「しらせ」に移り， 3日全員がそろった．

4. 観測経過概要

4.1. 定常観測

4. I. 1. 極光・夜光

全天カメラによる極光の形態撮影を 3月7日から 10月8日までの 119夜にわたって実施

した．延べ使用フィルムは 9400ft (25巻）であった. 8月25El以降，共役点観測として強

化観測を史施した．

4. 1. 2. 地磁気

(I) 三成分連統観測

フラ、ソクスゲート型唾貞視磁力計による三成分連続観測を実施．月始めに前月の K指数を

訛人とり，極地研オーロラ責料部門および「あすか」に送付した．＂じ録は打点式三成分記録

＂卜とアナログ式晶録叶 3台によった．

(2) 絶対測定

池磁気疫化計宅において， GSI2等磁気儀により偏角・伏角を，携帯型プロトン磁力計に

より全磁））を測定した．地磁気の静稔Hを選び，越冬中註8回実施した．

4. I. 3.'1li: 離｝曽

(I) 堪離層観測（イオノゾンデ）

9-B型電離層観測機を用いて， 15分ごとに垂直電波を発射し，＇屯離層からの反射波をイオ

ノグラムとして 35mmフィルムに品録した．
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(2) オーロラレーダー

112 MHzパルス波を磁面}j向に発射し，反射波を「訛しフィルムJ凶録」， レクチクラソ，

打点記録計に記録した．

(3) リオメーター観測

20, 30, 45 MHzの3波を天頂に向けた各周波数の八木アンテナで受倍し， 各周波数の銀河

屯波強度を地磁気H成分と共にレクチグラフに記録した・

(4) オメガ電波観測

レユニオン， リベリア，アルゼンチソから発せられる 13.6 kHzの軍波を受信し，位相，

心界強度の測定を行った.d』録は打点式品録計により，比較のため地磁気 H 成分と共に収

緑した．

(5) 短波屯界強度測定

8および 10MHzの JJY襟準屯波を受信した．

4. 1. 4. 気象

(I) 地上気象

総合自動気象観測装骰により，父UC,気温，湿度，風向風速，全天日射鈷， H照時間のJui

正時値を観測した．また日視観測により， 1日8回のよ，視程，人気現象，天気を記録した．

なお積古は海）に上に設樅した古尺測起こよった．

(2) 高層気象

00と12GMTの毎日 2回， RS2-80型レーウィンソ｀｀ンデを飛扮し，地上約25kmまでの気

凪気温，風向，風速，相対湿度の観測を実施した．

(3) 特殊ゾンデ

オゾンゾンデ： RSII-KC79D型オゾンソンデを 31台用怠し，気温とオゾンの垂直分布を

測定した．成）情圏の突然昇温時期である 8月A(より 11月にかげて集中的に飛楊した．

放射ゾンデ： RS 11-R 78 D 型放射ゾンデを 21台用意し，気温と上向きおよび下向き長波

の放射量の鉛直分布を観測した. 3月から10月の夜間に，基礎観測として睛天時に月 1台，

特別観測として曇天時に月 2-3台飛拗した．

(4) オゾン

ドプソンニ重分光光度叶を用いて全鼠観測を行った．冬季は月光による観測を実施し，観

測期間の延長をはかった．

(5) 日射観測

直達日射：波長別直逹日射計により連続観測を行った．

大気混濁度： OG I, RG 2, RG 8フィルターによる波長別直逹日射贔から大気混濁度を求

めたほか， 6波長の干渉フィルターを用いたサンフォトメータからも求めた．

(6) 天気解析
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NOAA-9, -10, FAX天気図，南極各基地の蜆測資料などをもとに天気解析を行った．

(7) その他

S-16およびとっつき岬にロボット気象計を設間し， 1日2同定時観測を実施した．

4. 1. 5. 地詣

383 

短周期三成分，長周期三成分を自動地震観測装置によりデジクル磁気記録すると共に，デ

ータレコーダー (R950 L)によるアナログ磁気記録，ペンレコーダーによるモニター記録を

得た．モニクー品録は従来，上下動成分のみであったが，今次隊で三成分レコーダーを導入

した．

4. I. 6. 湘l~タ

第22次観測隊以来の験潮餞 (SWL-7型）による観測に加え，今次豆季に設岡した験潮儀

(QWP841型水晶水位計）による並行観測を実施した．

4.2. 研究観測

4. 2. 1.'rif 空系

(I) 超高陪モニクリング

極域の培高層に発生する諸現象の駐本観測として，西ナソグルテレメーター甚地に設閥し

た地磁気脈動， CNA(銀河雑音電波吸収）， VLF帯自然電波のほか，地磁気三成分，全磁力，

オーロラ光強度などを観測し，情報処狸棟に設岡してある電算機に収録した．

(2) マルチビームリオメーター

池磁気座標系の南北，東西それぞれ士30° の領域の CNAを計測することにより，オーロ

ラ粒子降下の局在性およびその空問移動の様相を観測した．

(3) LF-HF帯自然電波観測

オーロラに伴って発生する電磁波現象のうち，周波数 SOkHz-10MHzにわたる LF-HF

帯の自然電波を西オングルテレメークー某地において受信した．第28次越冬隊では専用受

信アソテナを新設したほか， HF帯の混信を軽減する改良に努めた．

(4) オーロラ光学観測

従来からの固定方位フォトメーター，掃天フォトメーター (2波長），全天 SITテレビカ

メラに加え， 3波長掃天フォトメーター， トラッキソグフォトメーター，広角 SITテレビ

カメラ等を用いてオーロラ光強度およびオーロラ画像に関する総合的観測を行った．

(5) 電磁環境モニタリング

昭和基地は施設や設備の拡充に伴い，甚地内外の電磁環境は近年大きく疫化していると思

われる．通信やデーク送信の手段として電波の使用は今後もその頂要性を増すことから，某

地内定点（情報処理棟屋上）での電界強度，各棟内の電界強度，某地周辺での VHF電波の

伝搬特性を観測した．

(6) 南極周回気球実験
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夏季，南極域上空を定常的に吹く東風に気球を乗せ，大陸に沿って関回させ，各種超高層

現象を観測する計画が進められてぎた．その現場実験として 12月18日と 25日にそれぞれ

1号機， 2号機を飛揚した．結果は完全に周回させるには至らなかったものの， f定したコ

ースに沿って飛しょうし続け，今後への明るい見通しを得た．

(7) 人工衛星テレメーター

EXOS-C: 昭和基地上空の中間圏ょり電離圏に至る広範な領域を観測し，中層大気の構

造と組成および電離圏プラズマの計測データを取得した．

ISTS-2 : 広帯域VLF自然電波，霞離層トップサイドサウンディングなどのデータを取得

した．

(8) アイスラソド共役点観測

8 月 22 日—9 月 27 日の間，アイスラソドとナーロラ現象の共役点協同観測を実施した． こ

の問，各種観測の欠測防止，時間管狸のり狽化に努めた．「あすか」においても同様の強化観

測を実施した．

(9) 屈新星およびすい星観測

マゼラソ星因超新星：越冬開始早々の 2月24日，大マゼラソ星宍中に超新星(SN1987 A) 

が発見されたため，国内からの要請に基づぎ，写真観測を実施した．

ウィルソソすい星：越冬中の 5月 1日に地球に最接近するウィルソンすい星 (19861)の写

貞観測を4月下旬から 5月にかけてじだ施した．

4. 2. 2. 気水圏系

(1) 気象衛星観測

今次から始めた「ACR」観測の屯要項目で， NOAA衛星を 1年間受信し，広域にわたる

火の分布（渓量，真の種類を含む）が海氷の分布およびその変化を観測した. NOAAデータ

処理装置を導入して高分解能の画像出力が現地で得られたことにより，放射観測などの結果

と直ちに比較可能となった．また多量のデータの一次処理を越冬中に完成することができた．

(2) 放射観測

真との関係において可視，赤外，マイクロ波領域の放射観測を行った．地上から見える訳

と昭和某地上空の衛星から見える実との対応関係を明らかにし，その雲が地上の放射最に与

える影響を測定した． これと衛昂データをもとに広域にわたる放射収支の分布を推定する手

段を得る計画である．

(3) 大気微量成分モニタリング

CO2連続観測：従来からの非分散赤外分析計により測定した．補正した最終的な値でばな

いが，増加傾向や年変動はこれまでの 3年間と疫らなかった．また 1987年中の濃度増加ぱ，

これまでと比べ急激であり，変動幅も大であった．

CO2用大気サンプリング：連続測定のバヅクアップおよび炭素同位体比測定のため，ガラ
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スフラスコに採集．およそ週 1回の割りで計57本を採集した．

微贔気体分析用大気サンプリング：フレオン， メタン，一酸化二窒素等は成層圏オゾンと

の係わりでその挙動が注目されている． これらの成分分析用に 2ないし 41のステンレスシ

I) ソダーに計 IO本を採集した．

(4) 航空機観測

CO2用大気サンプ 1)、ノグ：大気中 CO2濃度の鉛直分布を明らかにするため，高度別に大

気を採隼した． 高度は 24000-3000ftまでは 3000ftごとに8層と 1000ftの計9層で採集し

た．なお，「あすか」では 21000-1000ftの8層でのサンプリングを行った．

マイクロ波観測：海氷域あるいは大陸氷床の表面状態とそこから放出される 19GHzのマ

イクロ波の放射贔との関係を観測した． これば衛星データを解釈するうえでの地上検証デー

タとしても有用である．

枚射観測：機体に取り付げた全天日射計および長波長放射計により， J打の放射特性，地表

面のアルベードおよび放射贔を観測した．なお，図 lにマイクロ波および放射観測の飛行コ

ースを示した．

(5) ゾソデ観測

定常気象部門と共同で，放射ゾンデおよびオソャンゾンデを飛揚した．放射ゾンデのうち 13
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図 1 航空横観測飛行コース.M: マイクロ波観測 R:放射観測
Fig. J. Flight courses j,,,. microwave (M) and radiation (R) measurement. 
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回の纂天時飛揚は実量が6/10以上で， 下・中層丈タイプが 8例， 上陪火タイプが 5例であ

った．その他は定常観測，気象の項を参照．

(6) 無人気象観測

「ACR」のm点項Hの一つに広域気象観測が企画され，「あすか」で開始するほかに， 無
人となっているみずほ基地および大陸氷床上で観測がなされた．

みずほ基地無人気象観測：みずほ基地は第 27次越冬隊の 10月まで， 約 10年にわたって

越冬観測を続けてきたが，第 28次越冬隊以降無人となるため，無人気象観測装置を導人し

てデータの継続取得をはかった． しかしこれらはまだ確立されたものでないため， 6台の装

骰をテスト的に設骰した（表2).

表 2 無人気象観測，記録機器一覧

Table 2. Specifications of automatic weather station units. 

名 前 担当者 石言 晶録）j式 1~属夕販得 センサー I屯源！嘉闊
-- ----- --- . 一・・-・・ 一・ー・ 一ー・-- -- ---- . . -- -・-- --

i 屯洋通后機 IへRGOS iータ史新， 凪述，気温， I空気柏}fi; 
アルゴス祈 1 極池研 T2021型 しより術 I 3分ごと送

] 1 hごとデ

気圧， 1l射， みず
州経由 I f口（風速 101、ボ温，電源， 鱈。 ほ

1 分平均） ＼電圧
-- -・・- . -- . .. 一 .- -- - - .. 

1 40分ごとデ 風圧，雪温，

アルゴスIll 極地研 I
東l・、(:通信機 i ータ更新， I {呆温箱，湿度， II ; 

T2013 Jfi!) 1 3分ごと送 電圧 l-4 (他 1 350 I 

機器の電源） 1 

＿、 高知大理牧野応用測器 ICMOS 3時間ごと

牧野式（菊地時夫） SPOLE 2 16KB (! 乱向，風速知/,;¥.
風向，風速， リチウム

9分平均） 遥池

- -一: • ——---- I . —• ―---―-- _1 ___ _ 
フィールド 北見 L:大 l早坂理 1・i 気温，長波長 リチウム：
メモリ （高橋修平） ! TS-6 ・ CMOS 150分間隔 放射 1 電池 ' ,, 

-- . — - . - --・-・- -- - .. . ..••• --• 一ー. --- . 

鳳 l器 晶録紙！ 連続 気温，気圧，！リチウム極地研
機械式 l（和NI 誡）
---~ I , -ー—| 別々 mt2台） 1 電池 ” 

--- ... 

北 悔道電子
1 風向，風速， I I 

; も藤弐： 北大低混研
J (遠藤辰雄）

Frigid Zone CMOS 1 311か間ごと i包温， 11射 リチウム Sl8 
Recorder ・-砧直， 吋温： ！直池 ， 

I'. 雪月：
. - --・-・-

. 

コンドウ・サ l
梢雪深叶. fl ! イエンス ＇感光紙！ 毎日 梢雪深 I リチウム i

I (油川式） ; : I電池 ” 

S18無人観測：積雪観測を主目的として，涌岸から約 15km内陸に入った氷床十．に設置し

た．観測項目等ぱ表 2を参照．

なお，気水圏系の観測全般については山内・高部 (1989), NOAAデータ処理装置につい

ては高部・山内 (1989)にすでに報告されているので参照されたい．

4. 2. 3. 雪氷・地学系

(1) 多点テレメークー地震観測
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昭和基地閲辺地域の地衰波伝播特性， J也殻構造，地衷活動を研究する H的で，昭和某地と

大陸麻岩（とっつき岬， ラングホブデ，小湊）における 3点三成分の観測を実施した．大陸

鉗岩上の 2観測点は海氷ルートの完成を待って設樅した． とっつき 1111ドは 6月から，小湊は8

月から観測を開始した． 以後順調に作動し，約 44()()個のデークを収録した． うち 9割は水

、点であったが，約 350個の遠地地誕を観測した．

(2) 直力計による地球潮汐の観測

ラコスト用）J社 (G477)にサーボアンプを付加して地震計宰に設骰し，頂力の潮汐変化を

デジタル磁気およびペンレコーダーによるモニクーの連続記録を得た．

4. 2. 4. 生物・医学系

(I) ラングホプデにおける微気象観測

「 1冷 tこ生態系溝辿の研究」の＾つの柱ぱ，生物相の盟富な "'r〖駁尺においての，生物をとり

まく微気象の連続観測であった. ---~. つぱ生物観測小屋付近に設置し， 各稀気象要素，酵類群

洛内外や砂中温度笠を観測した．他）j, , 片悲沢の卜．・中・下流の 3カ所に設闘した微気象記

録計（各8チャンネル）ば上・中流のものに1りし合を生じたが， 下流のもの9ま順調に観測 I

た．

(2) 微小動物の生態学的研究

ダニ類の生態学的研究：‘片鳥沢の全流域にわたって，｛砂先から夏にかけて自由生活性ダニ

類の分布，｛固体群の動態に関する標本を採集した．また昭和某地付近では未記録であった南

極特産のササラダニ， Antarcticolameyeriを発見し，生態記録を得た．

徽小無脊椎動物の調牡：クマム、ンや線虫類は出現種類相の調青．をコケ類や泌類などのすむ

場所の柏牛や環境との関述で調任した． これば丁「応沢に限らず， 1) ュ‘ヽ 'Jォ・ホルム務沿岸の

必岩地域でも実施した．

(3) 持ち込み動物の調ff.

梱包材その他に付府して，微小な昆虫などが人為的に某地に持ち込まれる可能性があるの

で，各居住棟，研究棟において定期的にサンプリングを行った．

(4) 絆類の立地条件に関する研究

微細地形，表層物質と群落との関係：何力所かで酵類群落の被度と群度を測定し，表層物

質の含水率，粒度を測定した．また表層物質の移動は定点 (5カ所）を設けて 1年間の移動

贔を測定し，気湿や湿度と移動との関係も調在した．

値生図の作成：西オングル島， ラソグホブデ吋鳥沢に実験区を設け， 20cmコンターの地

形図を作成し，植物社会学的手法により群落単位の植牛図を作成した．これを某に積雪状態

や表層物質の調壺を実施し，立地条件を考察した．

(5) 湖沼水のクロロフィル贔と環境条件

西オソグル島の大池で，表面が結氷した 3月から翌年 1月まで，ほぼ月 1回の割りで調脊
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した．表層から湖底まで2mごとに， クロロフィル贔， 水温，溶存酸素，栄俣塩等の測定を

行った． クロロフィル量ぱ4月と 9月にピークが認められ，水温ぱ妓も低下する 8月でも湖

底は 3°c以上であった．

(6) 環境モニタリング

大型動物の個体数調牡としてルッカリー Vご集まるアデリーペンギンのほか，航空機により

コウテイペンギ‘ノ，アザラ、ンの計数を行った．十．壌細南，七壌泌類モニター用のサンプルは

東オングル島内の定点および居住棟周辺で採集した．

(7) ヒトの牛碑学的研究

寒冷環境が人の末梢循環機能に及ぼす影響を調脊＿するため， J(¥L小板凝街能，血液粘度，赤

血球変形態の測定を行った．同一被験者による通年変化と同時に内陸旅行の前後における変

化を調べた．

その他血液，尿中電解質の測定．頭梃内放射性同位体分析用試料および血中ホルモン値測

定用試料を収集した．

5. 設常経過概要

5.1. 機械

5. 1. 1. 電力設備

発電関係は越冬開始前に， 200kVA発動発電機3号機の 6000時間点検を実施し，年間を

通じて順調に稼働した．また越冬終了時に第29次越冬隊と共同で3台の発電機の 12,000時

問点検整備をする計両で，各機の運転時間が平均化するように運用した．年間の電力使用状

況を図 2に示した．

新発電棟から情報処理棟間に，地上4-5mに幅 50cmの送雷線用ラックを設け， 3rp22SQ 

の電力線2本と通信ケープルを固定した. 3月からこれにより，環境科学棟，観測棟，情報

処理棟へは400V送電を開始した．

5. I. 2. ; 位水設備

荒金ダムから 100kl水槽間の温水循環ハイプぱ，遁カケーブルラックと同様のものを新た

に設け，その上に敷設した. 8月中旬に取水口周辺の水が半径5m位にわたり 60-70cmほ

ど沈下したので取水をひかえ， 130 kl水槽への心人れを 10月まで週 3回程度行った．

脱塩装骰は 6月に RO給水ボンフを交換したほかは順調で，水質検食の結果も良好であっ

た．今次隊は水の使用贔が多く， これまでの隊に比べて約 5割増であった．

5. 1. 3. 防火設備

今次越冬中， fl動火災報知器は 3回作動した．いずれの場合も火災ではなく，作動原因は

第 10居住棟暖房機室上部の温度」：：昇（ドアを閉めることにより解決），第7発動棟天井に結

霧した氷の融解，および点検作業中にあやまって， ショートさせたためであった．
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Fig. 2. Monthly electric power supply at Syowa Station. Solid line, 
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また月 1同の割りで消火訓練を吏施した． 消防ポンプによる放水も 8-10月の 3回を除

き毎月実施した．低温によるポンプの始動不良，ホースカプラーの接続不良などの対策を講

じた．

5. 1. 4. 作業工作棟

虹季作業中に大シャッター前に防吋庇の増設作業を行った• I_月の吹ぎ込みはなくなったも

のの，＃先に庇部内にでぎた吹きだまりの雪が氷化して，その除去作業が必要であった．

5. I. 5. 車両

SM-25 S型小型曹上車を初めて搬入した（喜納他， 1988). これまでのものと操縦法が異

なるため，慣れるまで時間を要した．沿岸調査や S16までの範囲で頻繁に使用した．そりの

げんり1能力は深雪に入ると急に低下するように見受けられた．エンジン，油庄系統にトラプ

ルはなかったが，第 1転輪のショックアブソーバーにかかる負担が大きく， 2度のトラプル

が発生した．

そのほかの車両については特に記すべぎ事項はない．積雪が少なかったためか，デボ中に

フロソトガラスを破損する車両が目立った． ． 
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5. 1. 6. 燃料・ i由！廿

バルク燃料 330klば「しらせ」接岸と同時に見睛らし岩貯油施設に送油し， 5月と 12月に

見晴らし岩より某地タンクに送油した．

12月に見睛らし岩にポンプ小屋を設樅し， lOkVA発動発電機，油ポンフ，それに各ダン

クとホースで結んだ切り換えバルプを設けた． これにより従来のホース切り換えでなく，ハ

ルプの切り換えで各クンクヘ油の移動が可能となった．

各燃料，油脂の月別使用贔を表 3に示した．

表 3 撚料・油脂月別使用贔 (k/)

Tahle 3. Monthly fiヽeland oil consumption at Syowa Station. 

桶別 ! 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 I合計・
I 

南極軽油 0 0 0 0 0 0.8 6.6 3.2 8.8 1.6 0 0.2 ; 21.:! 

W 軽油 23.6 26.1 24.5 27.1 26.7 27.9 28.8 29.0 33.8 27.3 27.6 28.8 331.2 

南ガソ リ極ン 0.2 0.2 

゜
0.5 0. 1 0.06 0 0. 14 0. 24 0 0. 06 1. 3 , 2.8 

南極灯油 0 （） 

゜
（） （） 0.05 0. 15 0 0.2 （） （） 

゜
0.4 

晋通灯油 I. 15 2. 26 2. 55 3. 99 3. 44 4. 88 5. 25 6. 28 6. 22 I. 76 0. 62 0. 25 , 38. 65 
ー・

5.2. 通 信

5. 2. 1. 運 用

今次隊でこれまでと大ぎく違う点は，「あすか」での越冬開始に伴う通信である. 2月中

it 1 R 1回の定時交信であったが， 3月II」以降は気象通信を含む 1日3回の定時連絡を設

定した. 4MHzを某本とし，状態によって 8MHzを用いて交｛言した．

またイソマルサット通信では， これまで昭和某地ー極地研究所問の FAX(l KDDデーテ

ル回線により，交換台経in手動で伝送してぎたが， 1987年7月以降はデーテル同線を廃1t:し，

加入電話回線を使用することとなった． これにより昭和某地発極地研骨の FAXぱ自動着信

となったが，極地研発昭和基地粋信については従来どおりであった．なお SSTVを含め良好

な通信がでぎた．

すでに述べたように，今回ぱ施設に大きなトラプルもなく運用でぎたが，高庄電源を含む

施設の維持，管理にはそれなりの人が必要である．

5. 2. 2. 施設

今次持ち込みの磯器類は， i位載用 HF送受信機2台 (JGX-6,7の更新）と VHF方向探知機

であった. VHF方探は通信棟屋I.にアンテナを設償し，地図上で正確な方位の求められる

地点から発信して方位誤差を修ff●＿した．地表面からの屯波は1紆西にかげて地形誤弟 (J-50)

があるものの，航空機からの屯波ぱ良好であった．

送信機は JRS-501L をメインに使用して問題はなかったが， NDS-6JJはリレー電源棺流

器， CDIの破損により送信不能となった. "f備品はなく，同等部品を作艘して対処したが，
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全体にど朽化しているので更新が必要である．

受信用ロンビックアンテナは 5月6Flに東・西の方向切り替え倍号ケープルが断線した．

ループテストを嵌り返して断線部分を発見し，その部分を新しく張り替えた．断線部分は外

皮がはがれ，導線は腐蝕していた．

VHF関係では昭和甚地およびラングホプデ生物観測小屋のアンテナを利得の大きい多段

コーリニアアンテナiこ咲えた．今次持ち込みの SM25S型‘こ片上車に試験的にバイコニカルア

ンテナを設置した．効果は大であったが，機械的な強度に佑Fの不安があるので，その耐久

性が今後の問題である．

5.3. 請理

冷凍の肉類，魚頬，野菜類について：文特に問題はなく，また過不足なく消費した．

オーストラリアで購人した牛．鮮野菜，果物はすべて「しらせ」の冷蔵庫に収容して輸送で

きたので，良好な状態で基地に搬人できた．その後も 2カ月位の間隔で選別，そのほかの手

当をしたので，キャベツは 9月末，タマネギは 1I月後半，ジャガイモは越冬終了まで使用

nJ能であった．果物類のうち，オレンジは最初から半分のものを冷凍し，越冬後半用に保存

した．生のものは月 1回の割りで選別し，傷みはじめたものはシュースに搾って消費した．

調理作業は朝食を一•日交代で行い，昼· 夕食は 3H交代とした．空いている Hは冷凍，冷

蔵品の出し入れ，調理補助にあたった．

野袋栽培はあまり盛んとはいえず，モヤシ 55kg, カイワレ大根40kg, その他つまみ菜，

クレソン，みつ艇， しその船，キュウリなど少々であった．

行動食はあまり長期の旅行がなかったので問題はなかったが， ラングホプデ長期滞在用の

食糧は現地に保存設備がないこと，また第 27次越冬隊ほど積?1が多くなかったことなどの

にめ苫慮した．

5.4. 医療

施設，設備では， 1乍動不良の長期人工呼吸器， BENNET,MA-lBを IMI,CV-3000に交

換した．夏の間に「しらせ」衛生上の姐援により椒科診祝台を修理し．切削器への送水が可

能となった．またf-術室を拡張して実用に耐え得るものとし， さらに医寮棟，手術室への給

水設備を設けた．

隊員の健康管理にぱ定期健康診断に直点を置き．年4回 (3.6, 9, 12月）実施した． ま

た越冬後半にぱ野外行動が精jJ的に展開され，それに伴い携帯用医楽品，医療機器を用意し

た．特にラングホプデ長期滞在者には救急時処置の説明甚を配布し，処置法，機器の取り扱

し、講習も行った．

S.S. 航空

5. 5. 1. 運用

1987年 l月 17f-1に航窄機を引き継いだのち， 海氷状況は悪化の一途をたどり， 氷上滑走
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Table. 4. 

表 4 昭和基地における飛行実績

Summary of the flights based on Syowa Station. 
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上段ぱピラタス，下段ぱセスナの飛行時間

4月10日連航開始. 5月25日連航中11:. 7)J2lil連航再開

10月1611昭和駐地での観測すべて終［

路を設定する目途がたたなかった． しかし 3月下旬になってやや安定し， 何とか 4月10日

の初フライトにこぎつげた．

時中断した．

7月21日運航を再開し，

以後5月25日まで観測飛行を実施し，

主として気水圏系の観測飛行を実施し，

暗夜期を迎え運航を一•

IO月 16日をもって昭和

基地での航空観測を終了した． 20日以降「あすか」に向けての柩備に人った． この間の飛行

実績は表4に示すとおりである．

「あすか」で航空観測を終えたのち， 航空機ぱ昭和基地に空輸することになっていた． 従
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って「あすか」における空撮はフェリ一時の待機時間を考慮に人れ， 12月22日をもって終

rすることとした． しかしその後好天に恵まれず，夏季に予定された各計画の時期が迫った
こと，昭和基地滑走路の水状等から， 12月28日航空機をブライド約で収容することにした

ことは前述のとおりである．

5. 5. 2. 滑走路

基地Hliの北の浦は 2月から 3月」：：f1Jの海氷流出に続いて， ;j(山の流人やハンモックした乱

図 3 ラングホプデ生物観測小屋施設配償役l

a. 観測・居住棟， b. 発電棟， C. 居カプ実験室， d. 大便所， e. 小便ドラム缶，
f. 気象観測用 !Omポール， g. 食糧貯蔵ラック， h. ゴミ ドラム缶（空缶• 生コ
ミ用）， I.ゴミ焼却用ドラム佑， j.燃料ドラム缶， k.水道敷（ピニー）レホース），

I. 水場， m.排水管八 11•0, 冷凍品貯蔵用雪洞， p.ヘリポート， q. rt{逍， r.SSSI 
および畔類・地衣頌保護地城

Fig. 3. Biological ohser11ation /wt at langhovde and its attached facilities. 
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水帯ができて，滑走路の設定は無理であった． 柏地の陸上駐機場から約 2kmほど離れたネ

スオイヤー初島間の北東側に何とか 500mの滑走路を設定できる誨氷面を見付けた（磁方位

103°/283°). 駐機場との関係から，これ以上離すことばでぎない. 3月28日に氷厚を測定

したところ，島寄りで70-100cm, 沖で 30cmであった. 4月2・3日の両13,全員作業によ

り柩地を行った．水厚は 140cmと40cmに成長していた．

滑走路面は H型鋼を‘貨上車で引いて整備したが，積雪が深まると H型鋼が埋まって畝を

作るので， C型鋼 2本を熔接したものに変え，好結果を得た．

t引開後は滑走路脇と基地削の水上に駐機場を設けたが，滑走路脇は使用することなく，屹

地した誘導路を軽快にククシングして駐地前に駐機した．

5. 5. 3. 整伽

整備施設としては主に（反設作業棟を使用したが，咀各備作業はどうしても機体のある投外で

寒風にさらされての作裳となった． じな枇備作業内容は定期、点検，試験飛行等叶;nfrり史新樹」•

、•!、し検であった．

+具合事項としてしま従来報告されてし、るものとほとんど詞じ内容であった．なお連航休止

中は50時間点検のほか，機体の防錆防1片対策をほどこし， 1ザ週エンシンの防錆連転を実施しに．

5.6. ラングホブデ生物観測小屋

この施設は第 27次越冬隊により 26m2の居住スペースと発電機小屋が建設されたが，本

格的な調任を開始するにあたって，研究材料の処理やLだ験スペースとして， 1叶住カプースを

改装して持ち込んだ．居住t東しま気象品録装附を導人したことにより，杞線の疫史等を行っfふ

なお，嵐没の概要は図 3のとおりである．

片灼沢洞辺が 1987年の南極条約協疵会戒：こおし、て SSSI(特別科学的関心地区）に指定さ

れたので． この施設の使Jt-J規定を設沖，指定地へ(、!)不用、紅な衣．ち人 1)を禁止した．

6. 沿岸調奇

6.1. 海氷状況

速冬当初，昭和基地近傍のi毎氷状況が冽年になく不安定であったことぱ内三述べに. 2月

Kの衛星画像によると，オソグル島の南からスカーレンにかげて求谷海岸ぱ開水面となった．

この開水面はその後，外洋とつながり， 6月中ごろまで昭和基地を南の頂、(i,, 駐地の北西）j

とフラッ‘‘ノンガの東をそれぞれ 2つの頂点とするほほ三角形の水盤が残るという画像がしは

しぱ見られた．

池上からの観察でも，西端が西オングルからおんとり島， メホルメンを経て北力ぃヘのひ，

また東端が北の浦からとっつき岬にかげて残り，オングル島の南は開水面という状況が 4月

から 6月に出現してし、る．

7月に人ると宗谷涸岸の定着:)jくは女‘走したが，梅岸から約 30km沖からリュ‘ソォ・ホルム
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1987. Feb. 25 Mar. 11 

May 8 June 23 

July 20 Aug. 9 

図 4 術屋より見た海氷状況
S;S: 昭和某地， L.H/8: リュツォ・ホルム¢り

F((f. 4. Sea ice conditions ob.1crved/i"om NO、・1A-9 and -JO. 

S/S: Syoll'a Station; L.H/B: Liitごow-HolmBay. 

誇中央部にかけ，南端がスカルプスネスの線に達する大きな水聞きが出現した（図4).

しかしその後は安定し，積りが少なかったためか，‘り上！ドをシャーベットにはめることも

なく，最終的には所期の目的を追成した．

6.2. 謂査概要

6. 2. I.'rii 空系

ォーーロラ立体観測：昭和甚地とラングホブデの 2点でオーロラを同時に観測し，その発光

高度分布など立体構地を観測した. 8月に夷施．

源氷上屯界強度測定：通信で使用している 149.45MHz の心界強度を測足し'~毎氷上にお

げる VHF帯電波の伝播特性を明らかにしようとするもので，昭和基地周辺からスカルプス

ネスまでの海）](上で8-9月にかけて計4回実施．

水）K上這界強度測定：海水上の測定と同一のシステムを用い， S16から S24間で9, 10月
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表 5 みずほ脈行概要

Table 5. Summary of the inland traFersc to Mizuho Station. 
-- ---- - --- _- - ------ --- --、て

1 第 2 回 1 第 3 [りl

I 19s1年8月24Ll-9月5日 I

無人気象観測装置の設似 I. みずほ観測機点検 I 1. 

（みずほ， S 18) 2. 雪尺測定

みずほ某地の整備，点検 3. ルート柩佃

みずほルート整伽雪尺測定
他 他

-----~--~-- ,I -~ ~- -

山内 品 (L. 無人観測機） 馬場宏明

荻原裕之 : (L・ナビゲーター・機械）

（気象・雪尺・無人観測抜） I 森本建司（少し vm• ,; 心鳳）
中西 ‘火（機械） ，官rn幸比古（保療）
佐々木汀＇： ，骨源促敏（気象・通f;¥)
（ナビゲーター・気象； 27次）＇曽根一俊（機械）

磯昭火（食料）

1987年 1月9ii-20日

回

みずほ基地および S18佃人 I. 
気象観測装置点検，一部薇収，

2. 大陸の雪永面脈動観測 2. 

(~j·15地点） 3. 

他 4.
ー・

山内 品 (L・観測機点検） 28次

酒井美明（機械） 山内 恭 (L. 無人観測機）

赤松純平（脈動観測・装備） 酒井美明（機械）

伊轄朝詞（通仏・装仙） 29次

山本 刊（気象・食糧） 森永由紀

中村栂史（朕招・食粗） （雪尺・気象・食糧・無人観
測機）

藤浩明 (GPS• 市力）

オプザーバー

弧文敬：（中国）雪氷観測

島田喜広： (TBS) TV取材

1987年10月29Fl-11月lli!

3
9
6
 

第 4
 
阿

1988年 1月7日ー19日

みずほ基地， S 18無人気象
観測装置点検，更新

GPS観測甫力測定

雪尺測定，ルート整備

アルベード観測

* 
三

字

‘
 
-;:;':; 

車 11 

ーム .4n" 

に
訂
r

,＂月 成 i往路

!SM510十そり （観測機材）＋そ
り（燃料： Hl80まで）：佐々
木，荻原

SM509十そり（燃料）＋居カブ：
中西，山内

復路

SM510十そり（機材）＋そり ， 

（空）：佐々木 I

SM509十そり（燃料）＋居カブ：

I 

1 中西，山内

: SM511十そり（燃利： H180 ,t 1 I 

！ り）：荻匝
- -- -

SM51 l馬場・森本
雑そり（ルート柩仙用空ドラ

I 

ム11本，南灯 1本）

I SM518官田・］が原

I 

1 居カプ，機械幌そり

SM519曽根・磯
I ドラムそり 2台

SM519十居カプ＋幌カプ（機械
便所）：山本・中村

SM518十そり（空ドラム）X4: 
赤松・伊薦

SM511十そり（燃料ドラムX2: 
山内・酒井

SM511十そり （観測機材，食
糧）：山内・張

SM519十居カプ＋幌カブ （便
所，機械，装備）：森永• 島
田

SM518十そり X2(燃料）：酒
井，藤

〔
函
苓
硲
ぞ
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に各 1回実施．

6. 2.2. 酋氷・地学系

位柑岩域における池表面の脈動は主に海洋の波浪により生起する微晨動で， これをとっつき

岬からスカーレンまでの油逹｝上で計 7点， 10, 11月に実施．

6. 2. 3. 生物・医学系

徽小動物の分布調在および鮮類，地衣類の立地条件に関する調社をラングホプデ，スカル

プスネス，スカーレン等で8月中旬から 11月上旬まで1刈度かにわたって実施．

またラングホブデの生物観測小屋に長期滞在しての調在は， 1987年 11月18日から翌年 1

月 12日まで，持田幸良，菅原裕規，荻原裕之の 3名により，上出の調在のほか，傲気象の

調牡を実施．

7. みずほ旅行

今越冬中はこれまでのように長期の内陸旅行は計画されなかった． しかし無人となったみ

ずほ基地を維持するため，および同所に無人気象観測装l性を設骰して保守・点検するため，

叶4回の旅行が実施された． 第 1回目の旅行は第27次越冬隊より基地の引き継ぎをかねて

行われ， 4回目は第29次夏隊と共に行われた．その概要は表5にぷしたとおりである．

8. みずほ基地

8.1. 概要

みずほ基地は， 第27次越冬隊の 10月以降無人となったが， 第28次越冬期間中も旅行隊

が短期滞在して無人気象観測装置の設置や点検を行ったのみで，無人のまま経過した．

駐地の諸施設は第 27次越冬隊が IO月12日に閉鎖した状態を引き継いでいる．‘且洞の天

井はやはり沈ドし続けていると思われるが，基地の人日付近のドリフトはあまり発逹してお

らず．人口をおおうベニヤ板は容易に掘り出すことができた．無人となってむしろ人為的影

評が減少した感がある．いずれにせよ基地施設はど朽化しており，非常用には使用可能であ

っても，常用にほ耐え得ないと思われる．

8.2. 観測

みずほ基地の気象観測を継続しつつ，観測機器のテストを目的に各種の無人観測装置を設

置した．観測機器の詳細は 4.2.2の項に示した．記録機，送信機，遁池等ばすべて古面下の

医原棟内に設置した．センサー類は古面上の既存の気象ポールに設骰した．

祈規設置の観測機器は 1987年 1月 16日作動を開始した. CMOS方式のものは通年記録

して， 1988年 1月 13日に回収した. ARGOS系のものは平年問作動ののち，旅行時に点検，

一部撤収した. 1988年 1月にすべてのセンサー系を撤収し，新たに第29次越冬隊持ち込み

の装置に更新した．
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8.3. 設営

第2回の旅行以降，旅行隊が基地に滞在中は 12kYA発‘崖機の連転を試みた．基地は無人

で熱源がないため，冬は一38--39°C, 臭でも一32~-33°Cに冷えている．ニンジンの

始動にあたっては別途発動発電機を運転し (0.8kYAの発動発電機を旅行時に携行），その軍

力によりマスターヒーターで約4時間ニンジン室を1晨めた．これによりニンジンは容易に始

動した．

送電，造水，暖房用ファンコイルユニットの循環等も試み，居住棟の版房以外は順調であ

った. 12kVAの運転時間は 8月68時間， 11月62時間， 1988年 1月62時間であった．

そのほか甚洞のひずみ具合を調べるため，基地内の 8カ所に上下，左右に杭を打ち，旅行

ごとに縦横の間隔を計測した．

9. おわりに

昭和基地で 1年間越冬し，祉1¥j足すべき成果を得て全員元気に帰国することができた．隊員

各位の努力もさることながら，多くの方々にご支援をいただいた．

隊の編成にあたっては関係機関，企業には一方ならぬこ協力をいたたいた．また越冬中も

変わることなくご指導いただいた各方面の方々に屈くお礼申しあげる．現地では「しらせ」

の第28次倉田篤艦長， 第29次本多守忠艦長はじめ乗組員の方々， 第 28次観測隊星合孝男

隊長以下夏隊，第 27次観測隊内藤納彦越冬隊長以下越冬隊，第 29次観測隊渡辺即亜隊長以

・ド観測隊の各位にお世話になった．］旱くお礼中しあげる．
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